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はじめに

スコットランドの論文を書く場合にその都度

必ず説明しなければならないことがある。「ス

コットランド」とは、についてである。まず、

一般に「イギリス」とは、正確には、グレート

ブリテン及び北部アイルランド連合王国といい、

イングランド、スコットランド、ウェールズ、

北アイルランドの４つの文化的独自性を有する

邦から成り立つ連合王国であること、それぞれ

が独自の政治行政制度を備えていることである。

スコットランドにおいては、1999年、防衛・外

交と通貨・関税等マクロ経済以外の内政の立法

権を移し替えてスコットランド議会が創設され

ている。

「教育」についても、1999年に移譲された権

限に属するものであり、ロンドンの国会及び中

央政府教育省は、教育については、立法権も行

政権もいっさいもたない。したがって、国庫補

助負担金も指揮命令権も監督権もなにもない。

スコットランドの教育は、1870年代までは、

スコットランド国教会（カルビン派に属し英国

国教会AnglicanChurchとはまったく別）の

もとにあったが、連合王国レベルで義務教育が

はじまり、ロンドンに権限が吸い上げられた。

しかし、1890年代に中央政府にスコットラン

ド省の前身（北海道開発庁や沖縄開発庁に類似

した地域担当中央省庁）が設置されるとそこに

スコットランドの教育に関する管轄権が移され

た。当然ながら中央の議会の立法に基づき仕事

を行う中央官庁であり、閣議で統一される与党

の政治的意思のもとに全国的な教育政策に則っ

た教育政策が実施されてきた。1990年代初頭に

は、スコットランド省時代に国の定めた指導要

領ができ、それに準拠して学校の授業内容は構

築されるようになっていた。

しかし1999年の分権改革により、スコットラ

ンド省は、人員、組織、権限のほとんどすべて

をもってスコットランド議会の配下のスコット

ランド政府に組み替えられた。現在、中央の国

会、政府、教育省とは無関係にスコットランド

独自で教育体系をつくりあげていく制度となっ

ている(')。したがって、現在では、学校教育

関係の法律、規則等は、すべてスコットランド

議会とスコットランド政府で決めるもので、ロ

ンドンの国会及び教育省は直接的には関係が

ない。

蟻琉球大学教育学部教授
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分権改革後、スコットランド議会、政府、付

属機関等によって、指導要領の大幅な見直しが

始まって、2008年８月の新学期から、スコット

ランド独自の新指導要領それにそった授業を展

開するように各学校は取り組むこととなった。

筆者は、教育行政及び学校教育の方法や内容

の比較を専門とする研究者ではない。専門は欧

州の自治制度、特にリージョナルレベルの統治

機構、日本的に言えば「道州制」の比較研究で

ある。もっとも進んだ分権改革を行ったスコッ

トランドを訪れたのはその調査のためであった

が、縁あってスコットランドのエジンバラ市内

の小学校授業を訪問する機会に恵まれた。その

視座から気がついた点を報告しておきたい。

トランドの統一学力検定試験を経て、進路

（大学への進学等）を確定する。

③学校経営：学校の人事及び予算について極め

て大きい裁量をもつ校長のもとに、教務担当

副校長と、事務担当副校長の二人が支える制

度。ほかに、数名の非教員の事務系職員がい

る。

④学校評価制度：完全な外部評価制度。独立行

政機関として、教育検査機構というものがあ

り、そこが何年かに－度、各学校の外部評価

をする。評価項目の設定や評価の基準や方法

は、その機構が設定したもので、一つの学校

につき－週間、７名の検査官が張り付き、評

価項目にしたがって、先生、児童生徒、保護

者等、必要あればだれにでも直接話を聞き取

り、くまなく学校を視察し検査官の判断で、

評価をしていく。評価報告書は、その教育検

査機構の責任で、各学校の評価ごとに作成さ

れ発行される。

⑤学校選択制：小学校は選択制、中等学校にお

いては指定制度。小学校については、完全な

自由選択制が導入されており、親はどの公立

学校でも自由に選択できる。校長の裁量が大

きいので、校風はかなり学校ごとにことなる。

保護者のかかわり方、学校の基金の造成の仕

方も学校ごとにかなり違う。中等学校は、原

則、中等学校の校区内にある小学校の卒業生

は全員その校区の中等学校に行くことになる。

⑥学校の規模：小学校の規模は、日本の学校と

比較するとかなり小さい。大半の学校がひと

学年で二クラス以下となる。最大規模の学校

でも300名程度。学校は、とくに古い学校は

刑務所というよりも、どちらかというと地区

の教会に似ているつくり。敷地の真ん中に校

舎が－個あって、それにすべての施設が入っ

ている形である。町中の学校の場合は、地面

もしくは芝生の運動場はない場合が多く、運

動場というより学校の裏庭（まちではアスファ

ルト敷きが多い）で体育も行う。学校敷地は、

小さい学校でおおよそ200メートル四方であ

る。中学校の規模は遙かに大きく、３個程度

の小学校で－つの中学校区域となる。学校の

１，スコットランドの教育制度と小学校

の概要

スコットランドの教育制度及び小学校につい

ては、以下のような枠組みとなる(2)。

①教育制度の決定及び管理機構：教育関係の最

高かつ最終的な法的権限は、スコットランド

議会にある。同議会は、委員会中心主義を採

用しており、実質的な審議はそこで行われる。

スコットランド政府は、議院内閣制を採用し

ているために、スコットランド教育省（文部

科学省に相当）と与党が教育関係法の原案及

び予算案を作成し、政府提案として議会に提

出する。教育行政は、スコットランド教育省

の管轄であるが、大半の実質的業務は自治体

（議会教育委員会・教育部）が担当する。独

立行政機関としての教育委員会制度は採用さ

れていない。

②学校制度：義務教育は、１１年である。日本と

比べると２年間長く、５歳から16歳までとい

うことになる。小学校（プライマリー・スクー

ルPrimarySchool）は、５歳児（日本の幼

稚園相当）クラスを１年生として、７年（１１

歳児、日本の小学校６年生相当）までであり、

中等学校(セカンダリー･スクールSecondary

School）の義務教育期間は４年間である。大

学進学希望者は、さらに５年目に進級しスコッ
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面積や教室数、生徒数もおおよそ小学校の３

倍以上はあると考えると分かりやすい。

⑦学級の規模：小学校の一クラス児童数（小学

校３年～７年）は、法律で27名以下学級が義

務づけられており、スコットランドにおける

同学年平均学級児童数は、２３人となっている。

逆に、小学校では20人以下の小さいクラスも

少なく、複数の学年をひとクラスにまとめる

複式学級を日本の常識では考えられないほど

多く作る。都心部の学校でさえ、複式学級を

いくつかもつ学校が多い。

⑧教員＆学習支援者等：小学校は、原則クラス

担任制であり、クラス担任教員がそれぞれの

教室に張り付いている。また、ひとクラス

におおよそ１名、学習支援者（Learning

AssistantLA）が張り付いている。これは

有給職員で１年間の教育課程を受けた資格あ

るものしかなれない。さらに、美術や体育な

ど、教科専門の教員が複数の学校を掛け持ち

で巡回しており、週何回か各学校で授業を担

当する。英語を母語としない児童専門の教育

を行う教員（EnglishasaAdditional

Language：EALTeacher）も同じく巡回教

員である。教育ボランティア制度もあり、

おおよそ保護者が参加するが、小学校低学年

を中心に教室内で教育支援活動を行っている。

⑨授業の形態：一斉型の授業はほとんどない。

授業の最後から終わりまで、－人の先生に４０

人の生徒全員が机を向けて、先生から生徒へ

の一方的な知識伝達型のコミュニケーション

の方式、児童間の水平的なコミュニケーショ

ンがほとんどない日本的な教室のつくりでは

ない。原則が、グループ学習である。２０名あ

まりの児童を３もしくは４程度のグループに

わけ、そこに先生、学習支援者、教育ボラン

ティアが張り付く方式である。

隣のもう一つの小学校を訪問したが、教育方針、

学校の様子、雰囲気等がかなり違っていた。

今回は、主として調査訪問に対して、理解と

協力が得られたエジンバラ市立ドライ小学校の

事例を報告したい。この学校は、スコットラン

ドの首都エジンバラ市の都心近く、エジンバラ

城の南西に約２キロに所在し、百年を超える歴

史を誇り、近年では多くの移民を受け入れてい

る地域にあり、都市地区の学校としては児童数

が平均よりも少し少なめの学校である。

２，小学校の授業観察報告

小学校は、８月20日に学年が開始し、６月末

に終了となる。今回、エジンバラ市に滞在した

のは、５月後半から９月末であり、学年末の行

事が目白押しの多忙な時期であったため、６月

の学年終了直前に１年生、８月の学年開始直後

に３年生及び５／６年生の複式学級の３クラス

を観察させていただいた。また、担任の先生及

び校長にインタビューすることができたので、

観察及びインタビューを元に報告を構成してい

る。

ｌ）小学校１年生の授業（英語）

以下で授業観察を行ったクラスの概要を報告

したい。2008年６月18日午前９時から英語のク

ラスを観察した(3)。概要は以下の通りである。

①学級の規模：小学校１年生（Primaryl：５

歳児クラス）児童数は16人で、学級担任の先

生が１名、学習支援者が１名、BＡＬ（第二

言語としての英語教育）教師が1名、学習支

援ボランティア（保護者）が１名の４人で授

業を構成していた。

②教室の造り：教室自体は、日本の小学校の

教室よりひとまわり大きめ、真四角に近い教

室である。その教室に、児童一人ひとりに割

り当てられた机と椅子というのは存在しない。

教室を９つの空間、縦横３×３で区切ってい

る状況であった。日本の先生の黒板に相当す

る部分、パソコンのスクリーン兼ホワイトボー

ドとその前、周辺の何も置かれていない空間

以上が、スコットランドの教育及び小学校の

基本的な枠組みと一般的な様子である。校長の

経営権限、裁量はかなり大きいので、学校ごと

に具体的な取り組みは大きく違ってくるとのこ

とであった。実際に主たる調査対象小学校の近
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み」グループ６人ぐらいが、学習支援者のい

る１０人掛け机に、残りがカードゲームのある

教育ボランティアのいるところに分散させて

配置された。それぞれのグループが同時に違

うことをやるという様子であった。２０分ずつ

ぐらいで場所を交代して、ローテーションし

て１時間程度では全員が順番こそ違え、同じ

学習を終えるという形だった（写真２)。

がある。子どもはカーペットの上に直接座っ

て先生の話を聞く（写真１）。１０人掛けの楕

円のテーブルが、教室のまん真ん中と入り口

右手中央においてあって、「読み」グループ

の机と「書き」グループの机として使われて

いた。他に床にカード（学習カード）をおい

てをカードゲーム的に学習する場所と５人が

けほどの小さな机＆椅子の場所があって、そ

こでも子供が学習していた。

③観察時の授業内容：５歳児クラスは、日本の

学校では幼稚園の最終年に相当するが、幼稚

園の雰囲気というより、やはり小学校という

雰囲気。内容は、英語の「読み書き」で、１

時間15分ぐらいの授業で、かなりみっちり授

業をしていた。「読み」は、英語の単語レベ

ルではなくて、センテンスを読んで、一つの

物語（絵本）をスペルをちゃんと読み取って

一冊全部声を出して読むというレベルを目指

していた。「書く」方も、単語を書く、とい

うレベルではなく、文章を書く、主語述語目

的語、すべてそろえて書く、ということを指

導していて、明日遠足に行くらしく、遠足で

何をするか、ということを子ども、－人ひと

りに絵日記のように書かせていた。最後は一

番良かった子ども３人に発表の機会を与えて

いた。

④授業方法と進行：まず、最初にホワイトボー

ド兼スクリーンの前の場所に全員を集合させ

て（写真１）、今日やることを子どもに伝え、

三つのグループにわけた。「書き」グループ

５人は、ＢＡＬ教師のいる１０人掛け机に、「読

ＢＡＬ教師と学習支援者は一度に相手にする

のは担当グループの５人程度なので、かなり綿

密な双方向のコミュニケーション、あるいは指

導が可能で、子供の能力をとてもよく把握でき

る状況であった。

５歳児なので当然かと思われるが、やはり、

少し「読み」「書き｣、があまりできない子ども

がいた。驚いたのは、クラス教師は、それぞれ

のグループ、特に読みと書きのグループで、う

まくできない子をグループから引き取って、個

人指導的に教えていたことである（写真３）。

写真２小１授業風景２（課題別グループ学習）

iｉ

写真１小１授業風景１（授業開始時） 写真３小１授業風景３（個人指導の徹底）
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これでは、絶対に落ちこぼれが出ない、ついて

来れない、という子供が出ない教え方になって

いた。

クラス教師は、それぞれの子供の学習到達レ

ベルを把握していて、クラス全員が一定水準に

到達することに気を配っている様子であった。

よくできる子は、早めに済ませカードゲームを

楽しんでいた。最終的にＢＡＬの先生にすばら

しかったとほめられて、発表の機会を与えられ

た子どもには、あまりできなくて、担任の先生

が読みも書きも個人指導していた子供も入って

いた。

教育ボランティアの方に話を聞いたところ、

子どもがいまこの学校の幼稚園クラスに通って

いる保護者であった。週に３回、小学校の教育

ボランティアをやっているとのことであった。

一見したところ南アジアのイスラム教的な民族

服を着用した方であったが、子どもたちとはか

なり仲がよく、とても慕われているようであっ

た（写真２の右真)。

英国及びスコットランドは、多民族国家及び

地域であり、とくに都市部は、移民が多い。エ

ジンバラ市のこの地域は、アジア・アフリカ系

の人が多く、このクラスでも５，６人がそうで

あった。近年は、ポーランドからの移民がかな

り多いのらしい。校長によれば、文化的な多元

`性こそが地域社会を豊かにする、子供一人ひと

りの個』性、多様性を尊重する、という信念があ

るとのことであったが、名目的に唱えているだ

けではなくて、実際に教育ボランティアとして

普通にイスラム教等異文化の人を受け入れ、個

性や多様性を尊重しつつ、子どもの中に落ちこ

ぼれが出ないよう配慮された授業形態となって

いた。

①学級の規模：小学校３年生（Primary3：７

歳児クラス）児童数は25人で、学級担任の先

生が１名、学習支援者が１名の２人で授業を

構成していた。

②教室の造り：教室自体は、日本の小学校の教

室より少し大きめの真四角に近い教室である。

３年生クラスでは、１年生と同じくグループ

学習用のテーブルセットが、４つあり、その

うち、二つは10人がけ、二つは、６人掛けと

４人掛けにセットされていて、10人グループ、

９人グループ、６人グループにわけ、大きな

グループが大きなセットに座っていた。

③観察時の授業内容：算数のかけ算と割り算で、

二桁までであった。詳細は後述する。

④授業方法と進行：１年生と同じくやはり、最

初は、教室のある場所に全員を集めて、かな

り詰めて地べたに座らせ、リラックスした雰

囲気でその時間何をすべきかの説明をする。

最初にクジラの絵本を使って導入し、掛け算

と割り算の話に持っていった。「２に何をか

けたら８になる」「８を二つにわったら」と

か問いかけを行った。それから、グループ分

けを行い、３つのグループを作ってそれぞれ

が１時間半でやるべきことを指示した。その

うち、一つの６人グループは、学習支援者が

別の教室に連れて行き、そこで学習するとい

う指示（こちらは後を追うことできなくて観

察できなかった)。３つのグループが約１時

間半に渡って、それぞれ異なる課題に取り組

む形式で、いわゆる課題別グループ学習とい

うことになる。グループは授業終了後確認し

たところ、能力別に編成しており、その能力

２）小学校３年生の授業（算数）

小学校は、６月に終了するので１年生の－ク

ラスだけが観察可能であった。８月の学年開始

直後に３年生及び複式学級を観察させていただ

いた(4)。概要は以下の通りであった。

写真４小３授業風景１（課題別グループ学習）
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Ａグループの遅い子は、６０分ほどかかったが、

何度も何度も先生が回ってきては、おはじきの

ようなもの使って分数の計算をさせていた。ド

リルの最後の問題が30÷５＝６というものなの

だが、「BBQをしようとしています。ソーセー

ジが30本ある、コンロとフライパンは５つあり

ます。ひとつのフライパンで何個ソーセージを

焼けばいいのですか」という問題。３０個のおは

じきを用意して、一個一個フライパンの中に入

れていく、という作業によって、割り算を習得

するという方法だった。早い子は、おはじき使

わないで、答えていたが、遅い子は、一生懸命

フライパンに上におはじきを並べていた。

Ａグループは、次第に多くの子がＰＣゲーム

に移っていったが、Ｂグループは、かなり時間

を費やしていた。が、ここもひとりひとり、と

くに分からないという子、遅い子には、先生が

何度も何度もアドバイスしていた。

６０分ぐらいたち、Ａグループ全員が終了した

ころ、学習支援者が別の教室に連れて行ったＣ

グループが帰ってきた。学習支援者が、６人に

つきっきりで教えており、－人ひとりのできた

レベルを学習支援者から担任の先生は報告を受

け、それを自分のファイルに書き込んでいた。

－人ひとりの能力、学習の進展具合を毎回、確

実に記録しておくようである。その後さらにＣ

グループは、学習支援者が配った新たなドリル

をやり始めた。

興味深い点は、最後の最後まで全員がドリル

や、プリントを全部やり終わるまで担任の先生

は、アドバイスし、チェックするということで

ある。全員答えが当たっているか、わかってい

るかチェックして、ＯＫをだして良い児童には、

胸にシールを張ってあげていた。わかりの遅い

子は、先生から充当に習うことができて、わか

る子は、さっさとすませＰＣの学習ゲームを行

い、そのゲームの仕方や答えを別の子に教える

か、あるいはまた、Ｃグループが帰ってきたあ

とは、好きな本を読んでいい時間ということで、

教室の本棚から本をとって読んでいた。ほとん

ど先生から習うということがなかった。つまり、

教育は、わからない子、わかりの遅い子ほど、

に応じた異なる課題をグループに与えている

とのことであった。

授業の進行を詳細に報告したい。まず、かり

に教室に残ったグループをＡ、Ｂとすると、Ａ

グループは、市販のワークシートというかドリ

ルのようなものを２ページ、やるように指示し、

Ｂグループは、数の配列のパターン、というこ

とで、パソコン（以下ＰＣと略）のスクリーン

兼ホワイトボードを使って、「１，３，５，次

は何が来ますか」などと説明し、先生が作った

プリントやるように言われた（写真４を参照)。

先生は、分からないことがあったら手をあげ

るように伝え、それからが非常に忙しく、基本

的にすべての子供を回って、アドバイスをして

いた（写真５左の左上)。児童１人ひとり解答

を出すスピードがまったく違い、Ａグループの

早い子は、３０分ぐらいですべてを終わらせて、

担任の先生のＰＣに入っている掛け算の算数ゲー

．!『ト名ヨーニミＫｒ毛‘：～|もゴモ号<、～

._>１，:論ﾐｰくぱ;叢１J:どｾﾞﾃﾞﾍﾞ;【才！

…魚.ふぷ：ｉ■Ｔ １ｄＥ

写真５小３授業風景２（個別指導・ｌＴＣ）

ムのようなプログラムをスクリーン兼ホワイト

ボードを使って、やっていた。

担任の机上にＰＣが－台あり、それが、ホワ

イトボード兼スクリーンに接続されていて、特

殊なペンをつかえば、そのスクリーンに書き込

んだ文字がＰＣにもインプットされるようになっ

ていた。また、スクリーン上でクリックして、

ＰＣを操作することもできるようになっている

ものであった。多くの教材、問題集・ドリル、

学習ゲーム等がぎっしり入っているようであっ

た。すべての教室にこのＰＣ及びスクリーンシ

ステムがあると同時に、この学校には、ＰＣ２５

台ほど入っているＰＣ専用教室まであった。
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充当に先生に配慮されて、熱心に長時間手ほど

きを受ける、ということである。

観察校では、原則、宿題はないということで

あった。教科書も教材もプリントもドリルも、

すべて家には一切持ち帰らせず、学校で授業中

に終わらせる。教科書もプリントも教室で使う

ものなので、家に持ち帰ることができないので、

宿題もやりようがない。わかりの遅い子に対し

て、宿題を出して、フォーローアップを家庭の

責任にする、ということもない、ということに

なる。

最後に、もう一度、全員集合させて学びの確

認を行い授業を終了するのが普通だが、少し用

事があって、その前に教室を出たので以上が小

学校３年次クラスの報告となる。小学校３学年

児童は、あと10名ほどいるが、残りの子たちは、

２年生（日本の１年生相当）と複式学級を作っ

ているとのことであった。

こちらで、教室の児童数は、極めて重要で、

法律で規制されているので30人学級は作れず、

また、本来ならば、１５人学級ぐらいでふたクラ

スつくりたいところだが、教員数の割り当てが、

かなり単純に学校全体の児童数でくるようで、

それで、２０人あまりの複式学級を作らざるを得

ないようであった。複式学級に対する意識はか

なり違う様子が次のクラスの担任の先生のイン

タビューで判明した。

らいであった。

②授業の内容：英語の授業と思われるが、６年

生はスペリングのテストを行い、続いて５年

及び６年合同でオリンピック（Olympic）の

文字を利用した作文、辞書の引き方などを教

えていた。

③授業方法と進行：５年生６年生も、最初に、

教室のすみの全体集合場所で床にすわり、先

生の全体支持を聞く。担任の先生も、深く椅

子に腰掛け、ゆったりした雰囲気で説明する

が、クラスを学年別にわけ、５年生を学習支

援者にまかせ別の部屋に行かせ（こちらも追

うことができない)、６年生は、５年生が別

教室に移動した後、最初の40分程度、スペリ

ングのテストを行い、その後５年生が戻って

きて、５年と６年が混ざり合ってグループを

作り、クラス全員全グループで同一課題に取

り組む方式であった。

写真６小５／６複式学級の授業風景１

６年生のスペリングのテストは、当然ながら

子供間の相互コミュニケーションは禁止である。

あとから聞いたのだが、新学年新学期が始まっ

てまだ、４日目なので、子供一人ひとりの能力

を確認している段階とのことで、能力別グルー

プ編成をするため準備になっているとのことで

あった。

その後、５年生が、学習支援者に連れられて

戻ってきた。再び、全体集合場所に全員が集ま

り、次にすべきことが指示された。同一課題に

クラス全員が同時に取り組むのは初めてみたが、

児童全員に、まったく同じワークシートが配布

され同じ作業をするように指示された。座席の

３）小学校５／６年複式学級（英語）

続いて、小学校５年生及び６年生からなる複

式学級クラスの授業についてである。授業終了

後に担任の先生にインタビューを行ったが、そ

れを織り込みながら報告したい。

①教室の規模と造り：生徒は、５年が９人、６

年が13人。教室は、５，６人掛けのグループ

学習イス机中セットが４個、４．５人掛け小

セットが二つで、やはり個々の生徒が、一斉

に先生に向って、机をならべ、児童間のコミュ

ニケーションをさせない、というような日本

の授業とかなり違う。教室の大きさは、１年

生や３年生の教室よりもさらに少し大きいく゛
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指示はなく自由にグループテーブルに座るよう

に言われ、５年生と６年生が混合してランダム

にグループが形成された。

ワークシートには、ｏＬＹＭＰＩＣという文字

が縦に並べられて、それぞれの文字を文書の最

初にして、オリンピックに関連し、相互に関連

する７つの文書を作りなさい、ということで、

｢辞書があるので、それを自由に使いなさい」

と指示が出され、さっそく学習支援者は、各グ

ループセットに３，４冊の英語辞典をおいてあ

げていた。

５年生６年生、結果としてまじりあって座っ

ていたが、５年生の４人だけは、学習支援者が

つきっきりで小テーブルセットに座って、指導

していた。あとのグループは、担任の教師が巡

回したり、わからない場合は手をあげて先生に

来てもらったりしながら、やはりマンツーマン

的な指導をしていた。学習支援者は、おもに辞

典の利用の仕方を教えていた（写真７参照)。

ここでも原則は、文書作成の遅い子、わからな

いという子ほど、充当に配慮され、教師が時間

をかけて、個人指導する体制であった。

互にコミュニケーションをとりながら教えてあ

げるということ、を意図しており、それは、分

かる子にとっても、「教える」ことがさらなら

る理解や習得にとって非常に大きなメリットが

あるので、こういう習熟度混合型のグループ学

習を採用する意義だといういうことを強調して

いた。

１年、３年生クラスでは、３年生のＡグルー

プのPC学習ゲーム以外、教えあう、学び合う

状況が実はあまり見られなかった。しかし、小

学校５年６年複式クラスでは、明らかに教え合

うことを意識してグループが形成され、実際に

教えあっていた。

複式学級は、「担当する教師の負担の大きさ、

また、保護者等から、充分な教育がされないと

嫌がられることはないのか」という質問に対し

て、「複式にせよ、単年度クラスにせよ、いず

れにせよ、個々の生徒の力を把握して、グルー

プ形成していく、というやり方で、一つの学年

のクラスでも、二つの学年のクラスでもまった

く同じやり方なので、そんなに問題はない、教

師の負担がさほど大きいわけでもない」と主張

していた。

この複式学級の担任教師は、偶然であるが、

前回（前年度）は、小学校１年次の授業観察の

際に受け持っていた先生で、今回は５．６年の

複式学級の担任となっていたが、非常に能力が

高く、小学校1年でも５／６年でもクラスを完

全にコントロールしていたと言える。とくに子

供の集中力が切れて、遊び始めても、教室がう

るさくなってきても、ある特定のリズムで手を

たたく、静まるように指で合図をお互いに送ら

せるなどで、瞬時に完全に自分の方に児童全員

を注目させ、静かにさせることができる技術が

あった。威厳と権威があるという雰囲気であっ

た。

「大学でこのようなクラスコントロールの技

術は習うのか」という質問に対しては、「まっ

たく習わない、個人的に習得する」とのことで

あり、「児童に説教や威嚇などで教室を支配す

る必要は全くない」との返答であった。

最後は、みんなまた、全員集合場所にあつま

写真７小５／６授業風景２（ＬＡによる個人指導）

聞き取りで分かったことだが、新学期の最初

で、まだ子供一人ひとりの学習到達度、能力等

を把握していないこと、並びに今回のテーマ

｢OLYMPIC」のスペルで文書を作るという、

学年横断して扱える共通テーマを設定したので、

能力別グループ編成をしていない、ということ

であった。

さらに担任の教師は、こういうグループ学習

の場合は、分かる子が、分かりの遅い子に、相
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り、発表したい子、と手を挙げさせて、発表し

たい子全員に発表させ、ひとりひとりの発表の

後、教師はよくできたねと褒め他の児童と一緒

に拍手してあげていた。当然、みんなに拍手さ

れ、褒められた子はかなりうれしそうにしてい

た。グループ学習の効用は、極めて意識されて

いるようで、特に、教えあい、学びあい、コミュ

ニケーション能力の向上は、社会的能力として

非常に重視している、子供の将来の仕事の上で

も欠かせないと、担任の先生は主張していた。

授業の中身について、「ナショナルカリキュ

ラムのガイドライン（学習指導要領）による、

学年ごとの学習内容と進展具合の規制は厳しく

ないのか」と質問したが、「スコットランドで

それはかなり変わるもので、柔軟に対応できる

ので、それを特に厳格に意識してクラスづくり、

授業づくりすることはない」とのことであった。

長い先生は10年以上、いるらしいが、近年は、

一度教員になっても、まったく別の仕事に転職

する人が多いらしく、給与の面でいい仕事に移っ

ていくとのことであった。実際に50代の先生が

この学校では皆無で、また、男性教師が１名し

かいない。もちろん、転職する文化ということ

もあるが、校長は「給与がさほど高くないから

では」と言っていた。

さらに面白いことに予算は、人件費を含め全

部こみで降りてくるので、その中から校長先生

自身が教員および学習支援者等スタッフに給与

を与えるとのことであった。

学校では、市から下りてくる予算とは別に独

自の資金を集めることもでき、保護者へ多額の

寄付金を要請する学校もあるとのことであった。

金額は毎年変動するらしく、現在いくらに集め

ているか金額を正確に聞き取ることはできなかっ

た。

この資金には、使用の制限がなく、これで、

教育や支援スタッフの給与を払っても良いとの

ことであった。教員数、学習支援者数は、生徒

数に応じて、法で決まっていて、予算はその分

の人件費しか含まれていない、とのことで、そ

れをどうにかやりくりして、可能な限り、多く

の教員と多くの支援者を雇う、という努力をす

ると説明していた。

３，学校経営と学力向上について校長へ

の聞き取り

スコットランドの小学校の校長は、かなり忙

しい。今回インタビューした校長は、「もはや

教育者というよりも、ビジネス・マネージャー

だ」と断言していた。また、日本の学校の校長

と比べると、裁量はやはりはるかに大きいこと

が分かった(5)。

１）校長の経営と権限

まず予算は、生徒数およびその他必要な施設

費等含め年間いくらかかるか、事前に市役所教

育部との調整があり、確定され、一括して降り

てくるという（この小学校では、年間、人件費

も含めて百万ポンド、約２億２千万円)。

校長は、自分の学校の教員を誰を選ぶか、学

校の教員やスタッフとともに必要なポストを確

定し、実際に面接、書類審査等を通して、雇用

する。日本では、教員の採用および人事異動は、

学校現場（校長）にほとんど権限がなく、教育

委員会や教育庁の仕事となっているが、スコッ

トランドでは学校現場に誰を選ぶかの権限があ

る。また、３年に－度とか、教員の強制的なロー

テーション移動はまったくない。

２）教員の配置と研修

この学校では、特に国際的な、英語圏以外の

文化圏からの生徒の受け入れを積極的に推進し

ているので、法的には、約250人の全校生徒数

(全11クラス）に対し３人しか、学習支援者が

雇えない（つまりその分だけしか予算が来ない）

のを、どうにか、あと９人、学習支援者を雇っ

ていて、現在12名の学習支援者体制ということ

である。英語を話すことがうまくいかない児童

に特に配慮する必要があるので、ぜひこの数は

必要だということであった。

教員は、2009年度でクラス担任教師11名のほ

かに、学校専従ではなく複数校担当の教師とし

て、美術や音楽など専門の教師３人と、英語圏

以外の子供たちへ英語の専門教員（EAL教師）
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学習支援者に対しても研修制度があり、その

研修についても校長は必要に応じて指示する。

学習支援者は、専門の１年以上のコースを受講

終了した、有資格者だけがなれる。ほとんどは、

教員を目指すということはなく、学習支援者と

して仕事をしていくそうである。この小学校で

は唯一、2008年度から2009年度にかけては－人

だけ、教員を目指して大学に進学したとのこと

であった。市が提供する研修をいくら受けても、

学習支援者としての経験年数をいくら重ねても、

それだけでは、教員になることはできず、教員

養成系の大学を卒業する必要があるとのことで

あった。

が３人、この学校には週３回ほど配置されてい

る。

さらには、親が入学を希望する場合、障害児

も受け入れ、普通学級で学ぶことができるとい

う。具体的には、たとえば、現在、ポーランド

から来た女の子が、耳が聞こえなくて、特別支

援を受けるために、週に何回か、特別支援の教

師が来るとのことであった。またそれだけでは

対応できないので、担任の教師は、特別支援教

育のための教員研修を事前に受けてもらったと

いうことであった。他に盲目の子がいるとのこ

とであった。

この特別支援のために、市教育部と、その子

のためにどんな支援が必要か、担任の教師には

どのような研修が必要か、話し合いながら必要

に応じて追加的措置を決めていくということで

あった。

しかしながら、障害のある子をだれでも受け

入れるわけではなく、100年以上前の建築物で

階段が多数あり、車椅子の子は受け入れられな

いなど、障害の種類状況等に応じて、受け入れ

を決めて、受け入れられない場合は、特別の学

校や受け入れ可能性のある他校を紹介するとの

ことであった。

教職員研修は、非常に多くのプログラムを市

役所教育部が用意し、ほとんどの教員は、長期

休みの期間中あるいは学期中の放課後、その研

修を受けているということであった。最新式の

ＰＣハード機器があり、またＰＣ教材ソフト等

も膨大な数があり、それを使いこなせなければ

ならないということもあり、研修を用意するこ

とで教員の能力アップに市役所教育部自ら責任

を持って対処していると言える。

また、新指導要領の習得のための研修は、か

なり充実していて、ほどんどの教員は、新指導

要領（08年８月使用開始）について、すでに多

くの研修を受けているとの説明であった。

校長は、教員と相談し、市教育部と相談しな

がら、その教員に必要な研修（たとえば聴覚障

害の特別支援、ＰＣ操作、新ソフトの使用、新

学習指導要領等）を受けるように、教員に指示

するとのことであった。

３）全国学力テストと学力向上の取り組み

分権改革後、英国連合王国全体での学力テス

トからスコットランドは離脱したが、スコット

ランド独自の学力テストを創設しており、スコッ

トランド全国学力テストが全小学生に課され、

その成績を一人ひとり出しているとのことであっ

た。

日本の全国学力テストと抜本的に異なるのは、

その利用方法についてである。-人ひとりの児

童について、その学力テストの評価とそのテス

ト評価のみならず、健康状態、家庭環境、精神

面など、’0項目ぐらいの評価項目がある、評価

表のようなものがあって、市役所の教育部の職

員がそれを毎月チェックしに来るとのことであっ

た。

250人の児童一人ひとりの児童の多項目評価

表で、問題ありの評価になっているところは、

その理由は何なのか、校長に問いかけ、今後、

その児童のその項目に対して、どのような措置

を考えているのか、市教育部が支援してほしい

ことは何か、など、問いかけて、ひとり1人の

児童の対策を作らせる。対策には、たとえば、

家庭問題などへの対処には、ソーシャルワーカー

との連携、という外部の機関との連携もあり、

実際に聞き取り調査の朝にはソーシャルワーカー

とミーティングしてきたとのことであった。

次の月に、実際にどのような対策がなされた

のか、どのような改善されたのか、対策の効果
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1まあったのか、証拠（エビデンス）によって、

校長は市教育部の担当職員に説明できないとな

らない。

児童のプライバシーに関わる非公開』情報であ

るが、例示としてＰＣ上の画面に写してもらい

説明を受けたが、一人の外国から来たばかりの

児童に週に８時間、英語の先生がつきっきりで

授業をした、という対策（証拠）が書き込まれ

ていた。

したがって、校長は、全校の全児童の学習状

況・学習環境をすべて説明できるようにしてお

かなければならず、実際に把握しているとのこ

とであった。そのために校長は、クラス担任教

師及び専門教師に－人ひとりの児童の学習状況

を逐次報告してもらい、密接に連携していると

のことであった。

クラス担任は、評価の悪い子供の、評価の悪

い項目に関して、とにかく改善するように努力

義務が生じることになる。とにかくわかりの遅

い子、到達度の低い子に対して入念に配慮する

授業が生まれることになるのかについて、単に

教員個人の努力義務や倫理観あるいは能力とい

う問題ではなく、システムとして取り組まざる

を得ないよう制度化されていることが分かった。

市の教育審査担当職員は、－人ひとりの子供

の就学状況を多項目評価表によって、校長に説

明責任を求めるので、学力テストのみの評価で

はなく、学校の平均点、学校の順位などは、毎

月のチェックでは評価の対象外である。仮にそ

れで評価するとなると、外国から来た子供、障

害児を受け入れている場合は、明らかに不利で、

どこも受け入れなくなる。校長は、－人ひとり

について聞かれるので、たとえば「この子の学

力テストこんな低いのはなぜか」というような

質問に対して、「この子どもは、外国から来た

ばかり、現在、特別英語教師が付いている、今

後さらに個人指導の時間を増やしてあげる予定」

と、理由と改善の対策を答えればいいわけで、

説明できれば、学力テストの成績そのものは問

題にならないわけである。

しかしながら、あまりにもスコットランド全

国テストで評価が悪く、改善の状況が見られな

い、改善できない理由を説明ができない（こち

らこそ非常に重要）学校は、実際につぶされる、

こともあるという。

いずれにせよ、スコットランドでは、学習指

導要領は、法律ではなく、順守義務はないとい

うものの、このようなテストがある場合は、指

導要領によるよりも、厳しい、学習水準、到達

目標の設定があると思われる。しかも一人ひと

り児童の学習到達度の向上、特に底上げが極め

て重要となる。

｡

４，分権に伴う教育改革

校長のインタビューを元に、分権改革がもた

らした教育の内容及び質的な転換を要約してい

きたい。

ｌ）改革後の教育の転換

新指導要領についてだが、校長の説明による

と、「自分で考える力」「自分で答えを探しだす

力」を非常に重視していて、教師の指導の重要

な点として、「『答え」を教えない」「自分で考

えさせる」「仲間同士のコミュニケーションで

答えを見つけさせる」ということを教師の役割

と考えているという。

以前は、教員と言えば、答えを持っていて、

それを教えてあげること、質問があれば、すぐ

に答えることが役割だったが、2000年より、画

期的に変わった。2000年以降、何があったかと

いうと、スコットランド政府の設立と、「教育」

の分野の権限のスコットラン政府への移譲であ

る。

スコットランドでは、1999年、分権により教

育権限を移譲された議会及び政府が構築された。

保守党政権下に国主導で進められた新自由主義

的な教育改革の見直しが始まる。教育目標及び

方法、学習指導要領の大転換が着手された。ス

コットランド政府が、2000年よりスコットラン

ド全国民的な議論の場を提供し、のべ２万人が

参加した大々的な議論が起こり、校長によると

その議論から導き出され転換された教育目標・

教育方法が以下の通りである。

◆教育の目標：「自分たちで考え、答えを探
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しだす力を最大化すること」

◆教師の教育方法：「すぐに「正答」を教え

ない、正答を得ることが重要ではない。も

しかしたら、間違うかもしれない、時間が

かかるかもしれないが、児童が自分たちで

多様な思考とコミニュケーションから答え

を見つけ出すことを援助をしていく、それ

が教育の方法であり先生の役割である」

校長によると、スコットランド政府は、スコッ

トランドの教育は何か、どうあるべきか、スコッ

トランド国民全体を巻き込んだ議論を大々的に

展開して、スコットランド教育の原理原則、基

本的な理念を作り上げていき、その中で、「自

分で答えを探しだす力」がクローズアップされ、

スコットランド独自の指導要領の創設に繋がっ

たということである。また、教育現場では「す

ぐには答えを教えない、考えさせる授業」の徹

底が推し進められたとのことであった。この部

分は、イングランドとは違うと校長は説明して

いた。

で児童が学校のお客さんではなく、つまり誰か

が学習をセットしてくれて答えを教えてくれる

ことに従うのではなく、自分たちが学習の主体、

学校の主体として能動的な学習の主体者になる

こと、自分たちで学校を作っていくんだ、自分

たちで社会を作っていくんだ、という意識と実

践力をはぐくむことなのだ」ということであっ

た。

それは、教員の側が式典のいっさいをお膳立

てをして卒業生をお客さんとして、壇上に一人

ひとり呼び出して卒業証を手渡す日本の卒業式

との違いを見れば「学校をつくる主体」という

意味がいっそうはっきり分かる。この小学校で

は卒業式のいっさいをお膳立てするのは卒業生

であり、卒業生全員の主体的な話し合いで式の

中身を決めていき、卒業生が壇上に居続けて、

卒業生の側が教員の一人ひとりを壇上に呼び出

して感謝状を贈る形となっていた（写真８)。

liliiiill露lllilliiiiiiilli
２）国民的議論から導き出された新学習指導

要領

すべての児童生徒の学習の到達目標として以

下の４つの目標が設定された。

①学習者として成功できる人

②自信に満ちた個人

③効果的な貢献者

④責任を負うことのできる市民

英国全国学力テストからの離脱及びスコット

ランド全国学力テストの導入は、イングランド

の学習指導要領とは異なって明確化された、個々

の児童生徒の１－４の視点での到達保障を行う

ためのものということになる。

校長は、「このような学力観にもとづく教育

目標は、スコットランド国民的議論から明らか

になったスコットランド社会の要請であり、今

後のスコットランド社会の子供たちに必要とさ

れている力である｡」と述べ、また次のような

話があった。

「『自分たちで答えを探していく力』は、こ

のｌから４の学習目標にとって、もっとも重要

写真８卒業式＝小７の学習成果発表会

自分たち自身で自分たち自身の学校生活と成長

を振り返り、未来を想像するお芝居。脚本、演

出、大道具小道具作成、すべて自分たちで。

「グループ学習も、2000年以降なのか｣、とい

う質問に対しては、「戦後間もなくから」とい

う答えであった。それまでは、グループ学習で

はなく、一斉授業が基本で一人の教員に対して

生徒全員が机を向け、権威主義的なクラスの雰

囲気であったという。現在の日本ではまだそ

ういうクラスであると述べると、校長は、「学

校は社会の雰囲気や要請をそのまま再現してお

り、学校は社会の縮図なので、日本社会自体が

そうなのでは」と答えていた。
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解釈すれば、スコットランドも、義務教育が

確立して、少なくとも終戦後までの長い間、権

威をもった先生が、生徒がばらばらに分断され

相互にコミュニケーションできない教室で一方

的知識を教え込んでいくと授業が普通で、戦後、

社会の流動性とともにコミュニケーション力の

獲得が職業と生活に欠かせなくなったがゆえに

変わってきたというように理解できる。

探しと、その対策についての言説は、疑問が非

常に多い。家庭のしつけの問題、家庭での学習

の習慣の問題、教師の努力の問題等々、個人的

な努力の問題と犯人探しに終始していて、クラ

スの構成や構造の問題、学力向上の底上げを図

る教育方法と評価システムの問題など、教育の

理念、目的、方法と教育システムの構造的な問

題が浮かび上がってこない。

校長は、「学校はその社会のしくみそのもの

であり、社会の要請を反映している」と強調し

ていた。つまり、我々は、今どういう社会で今

後どういう社会を目指していくのか、そのため

にどういう教育が必要なのかという議論を受け

て学校のあり方が決まるということである。ス

コットランドではスコットランド政府の設立後、

大々的にこの議論が巻き起こされ、国民的合意

が形成されていったということである。

こういう問題を議論さえしないことや、自分

たちの専門・権限と主張する人物たちに任せて

おくこと、あるいは個別の学校の問題、それぞ

れの教師の努力の問題、家庭の問題、個人の問

題としておくことが我々の社会ではないだろう

か。そのような社会そういう社会であれば、そ

ういう社会の学校にしかならない、ということ

である。

ここの校長の言葉から筆者なりに考察すると

次のようなことがいえる。日本・沖縄において

も社会の状況が変化して、別の社会の仕組みが

要請されているあるいはすでに構築されている

のに、学校が、教室が、昔のままの社会の制度

の仕組みになっていて、その齪饒が非常に大き

くなっており、学校教育の現代社会へのレリバ

ンシーが著しく低下している。そこから生じて

いる問題が日本・沖縄の教育の最大の問題ある

いは根源的な問題ということになるのではない

だろうか。

結びに変えて

－学校は社会の鑑一

スコットランドの小学校は、極めて規模が小

さく、ひと学年、２クラス以下が大半である。

かなり簡単に複式学級を作る。エジンバラ市

(人口約50万）の中心に近くの、100年以上の歴

史を誇る観察対象の学校も、３つの複式学級が

あった。那覇市あるいは沖縄本島中南部の小学

校というよりも、雰囲気としては、都心部の学

校でさえも、沖縄の離島へき地の学校に似てい

る。

それがゆえに、このような都心部の小学校で

さえ、子供たち間の相互関係も、地元地域と学

校のつながりも、日本の都市都の学校よりも、

沖縄の小さな離島の学校のような雰囲気と言っ

て過言ではない。とにかく児童の間、教師と児

童の関係、教師と保護書の関係が密であり、か

なりの信頼関係が構築されている様子がうかが

えた。

小学校の全クラスが、日本で言えば複式学級

的な、すべての授業をテーマ別にグループ編成

して、グループごとに違う課題を同時並行的に

取り組む。その場合も、個人個人の子供の着実

な学習の進展に結びついていることに気をつけ

なければならない。しかも、宿題はないので、

学校の中で学習が完結するように授業構成しな

ければならない。学力低下の責任を家庭のしつ

けや家庭学習に押しつけることはなく、家庭の

問題を含めて、学校の仕組みそのものの中に－

人ひとりの子どもの「学び」の充実に対する配

慮が制度化されていた。

沖縄では、また全国学力テストダントツの

最下位というニュースが見られたが、その犯人

脚注

１）島袋純「スコットランドの分権改革一エジ

ンバラからの報告一」北海道町村会編『分

権時代の自治体理論』北海道町村会、１９９９

年５月、172頁～204頁を参照せよ。
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２） 5）ドライ小学校校長へのインタビュー(2008

年８月27日午後）に基づく。

DavidRaffe，“DevolutionandDivergence

inEducation，，，ＪｏｈｎAdamsandKatie

SchmuekeredDeuoZutjo7zjnP7qctjce

200alpprNorth,NewcastleUpon

Tyne，2005,pp52-69を参照。

小学校１年次クラスの授業観察は、2008年

６月18日午前エジンバラ市立ドライ小学校

にて行われた。すべての写真は校長及び担

任の許可を頂き筆者が撮影したものである。

小学校３年次クラス及び５／６年複式クラ

スの観察は、2008年８月27日午前エジンバ

ラ市立小学校授業観察及び担任へのインタ
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この報告の作成にあたって、エジンバラ市立

ドライ小学校校長のデビッド・ハミルトン・フ

レミング（DavidHamiltonFleming）氏及

び同校の諸先生方には、多大な協力を頂いたこ

とに深く感謝申し上げたい。なお、同校の事例

研究における授業観察及びインタビュー調査記

録は、筆者の観察メモ及びインタビューメモに

基づくものであり、内容についての責任はすべ

3）

４）

ビューをまとめたものである。 て筆者が負うものである。
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